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でないという特異な振舞いを示 す80),9)IiC4濃度 xが 10-4以上では xに強く依存する｡
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図6 x-3000ppmのTlの温度変化 図7 x-4750ppmのTlの温度変化
kx/kzの値は,1MHz のデータより(4)式の kz∝W02を使って 3MI]Zの値に変換
したものである｡
表 1から解かる様に,㌔_2は xに強 く依存 し,
T皿_2Ct X 511月
∩-3-.4
である｡したがって,x<3× 1013の試料に対 しては,T皿-2 が我々の測定温度域で
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図9 Ⅹ-14700ppmのTlの温度変化
1) kx/≠Zと,TⅡ-1より(5)式又は (7)式を用いてTzxを計算すると,Tzxは ,
exchangeplateau (卜b)領域の緩和時間と等しい｡
2) kxは x>1･0×10~3では Xに依存 し,
kx/kzI o･06+8･6X 104 x2 (12)






ⅩⅩ 10-4 kX/kz ks/kz Tll_10rT川 _1SeC T= _2SeC
1.6 0.066* - - -
2.8 0.073* - - -
5.8 0.081* - - -
12.0 0.11* - - -
24.8 0.32 60 0.15 8.0
30.0 1.0 0.35
420 16 42
47.5 2.3 8012 0.42 5.0
54.6 2.3 0_42 2.8
68,3 32 3 11
表 1 kx/kz,Ts/k7,,Tn-1又はTm-1,
T凪12 の x依存性o *印は1Mllz
の dataからk,.CX- j2 に従 -,て














温度によらないoT皿-2は xに強 く依存 し,
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1-〔 ⅩTl1+1.2×106x2- 1013T(e!,6 (18)
となる｡
各理論ともx依存性はほぼ同じであり,V.を 150MHz位((17)式を用いた)に選














































うo 境界条件をm(ro,t)-mo,∂m(r,t)ル 仁ー=R『0,初期条件をm(r,0)-0 と
して解くと2,6)
M(t)





























となり, 1)で求めたV.～- 150MHz及び Vm-19･4cm8/molのJ-0･3MHzを用いれ
ば,我々の実験で求めた kxの Ⅹ依存性 ((12)式 )を説明する事が出来る｡
kYはだいたい kY二三30kx位大きいが,2トB)で述べた様な考え方に従って kY を
He4間の相互作用によるエネルギー定数の一部と考えて,
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